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1 地震の構妥
ntt6年 lo月 23日 午

`(0■
5め 頃新潟県■込地方

を中こに点lt 川さ 関東に力1ザ て広い範囲で強 蠅ヽ来
`,三 川口町では質27 小千谷市では質度 6強を競測した

ll・
いて、同6峙 12分ごろ晨度

`強
 04分にも歿度

`強

の

強ヽ地質が発生した 23日 にはA■
`ス

■の,妊 2oロ
捏妥1し た 建物崩壕などで38たが |1月

`Bま
でに亡くな

' 2612人
が怪我をした 薇災者 1-峙 10万人を起

え ス災 1週li日 で,万 6600人 が近摯

“

車の中で遊戴
虫者をヽ った。

新h家は、■ヽ 200キ ロで蘭気 ●跡的にけが人 it
かった:逍路やス迪か各地‐ 断され 光陸 関送自勁阜迪
は数力所で近行止めにな, せ路 共世とも東京方面^の大
派 がストップした。

■山間地の条落では孤立し、出
=き

では自ヽ 縣によ,ヘ リ

らi 春まで重にヽする活動が中こになる.その2を合頭に

記載 した.きになって雪う̀な くなれ|ム また活動内容が変わ

0 長 くボランテイア活動
=ι

颯 に
'る

と尾う

☆11月 8日は、薇 師●ん移迷

12■ 23りヽ 大阪から来る
=護

師の1鋲さんを鶴ヶ
=エで特つ 数分AIち らの,が分かったらしく「今日

は   Jと 言って工,っ てくる若ヽヽ女ll,■れる 期待と

おりの・

=護
されたヽス・ の方でした 旱  々苺ヶ島 ICか

ら目指すは、飾 与i川口町の要↑謹の老人ホーム

高速をいろヽろと自己紹介を兼ねながら快調にえる 当

'モ
い気十ちでボランティアや間からの依頼を受けた,1

報道で出来の要介支の老人センターで看護師さんの■がえ ,

なくて困ってヽるとの畦 聞ヽてから、 ことの菫え性を・・

嶽 洒は控え パソコンも量え、榮黎剤をヽ み   椰 管

理につとあた かくして 私のがランティア活動は鶴ヶ島か

ら始まった.

小出をすぎると邁路の鐵 員が大きく まな 綺場

`理
の■

は 昨ロー授車の還行赫 1が軍除されたばかり 室度は50
キロがヽヽ とこ.鮨奥‖口の料金所を出ると 先行の対エレ

スキューパィク隊員のや丞さん″り イ`アで待棧しており証■
を受ける コ T■あの2点 を失霰 !し たところ 迫路が3分
の |イム 最大な有浪■に落ちてヽる。落ちたら30mはtT
とヽ っ`たところう、 この地震はバイク隊が大活颯 陥よした

逍路を調べ4綺のた,を譲諄してくれる やメさんの■オな

誘導のお″
'「

て,さ ■まることなく 着護■さん
=イ

勢茎でき

■ ,にせ阜
``や

や大きいのでバッ′ U′ ―ンに苦子 !で

|・Itば したくな 、ヽ

☆9日  10日 は、本番の現地ボランティアロ始?
彼女を需華茎り層け ,口町のボランテイアセンフーに厳

を出したのは 8日 の 18H立 余り人もヽ なヽくll性 として
いる 残つている方にイン′ピュー 喘 ち■l.lう

.多 くて仕

事がな Jヽと のこと やっばし 逹難勧
=う

■ てヽるll鮨で

は■しヽ tと を,度■カ

|うま ,トラセンで●●求イ■ ンテ
`ア

を I・ さらめ ,相 ペー

スにて,勁のお風呂道り等の■伝いをしながら近畔のボ況■

コプター
・ _tか ら杖出が

行 l● ltた 電気 ″ス

ホ逍のライフライン1広

範囲に上ま,■旧は難航

した。川口町の日え山で

は 12月 98■こでも

ポランテイアにより錠料

水の配逹が行われてヽ

た (写真奏]1)

今回の几質の特軟は |ロヨt,2ロ ロ 3ロロと体Ⅲ的に

lκ 4tl.だんだん強くなり 最初の 1摯ス眸 」収京に■かう

と言う定説は■さlt´ 私が塩谷地区で■動時に関ヽた 幼
ヽお子

`え

の状災も2口 Bの地度で入:1中 であoた とのこ
と.ま た 私局 Bから現地に入ってボランティア

=勁
期間

中でt度責 6位の地震 ittt t経験した。実際間

“`っ

と旱
(2地に入ることはできたものの,7が多数ヽ三して、る状
況では2人館 を防ぐ羹■からも輩しヽ 状況であった.

■ 活動リポート
十(,1'■だし■は、11朗 ,卜たってボ■,テ ィァゥヽ始Iな

■動である 峙〕
"に

よって活動内すがたイヒしてお, これ´



佗 撼 した ′卜十谷 の

スー′ヾ―ではALC外
彙の鰺下で店■のせ棄

はでき■
=■

場でテ

ント顆売していた,

その他は マウンテ

ンバイタで,l口 ,内 の

崚書求スの■● この

■■で資材ベースで使

用するよ料本の確保先

を発■ 町内の消火せ

が本t本 の供お先に

なっている。

10日 の O●|ご ろ●

宅に,る。

| 1月 21B"ら 24曰 に

`|サ

て

,21曰― ロ

■ヽこそゆっく,関爆
=換

t■晏■をして 18時ごろ
川口可になく。

■材ベースの燿燎薇力不●このことなのヽ 自宅から固定
用にt澤 どともにキットイヒしたそ―ビルな輔 ■移tしよ置
し,ヽ これなら ガ、千0ま で員に交倍■きる.

,22日は、ルIロボラセンヘ

メ!口可のポラセンに7

呻封■ なにせ子くない

たの■ 14に楽に■を

菫けた。ここは、ボラン

ティアのキャン7●|に も

なっている.

今月のわ0に来たとき

に比ヽ 人はやや少な

い。電ll●告が解漱に

なったの■ きのパづけ
が夕 ■ヽ うに■える。む

しろ、■崚

“

さんや′くイ

タ■ パソコン層キの
=「腋 の,コ

`ラ
いのど

鋼

“

|ま 48と ,5日以上

のニーズ
`や

は,多 、ヽ

8嗜から

“

まったふ彙
に、さっそく■を上 ず

い だとのこと,F●

二した。

まの解体は菫機

“

う

力ヽ えだけは

“

●に 業

者の方
"摯

した京のこ薇

から10人位のボラン

ティアで―列になって、

えを―力所にまとめる

たなの方から、 ま

^次
のネ

て大査勁枯 とも樹の■策をも

tス山あり =伝ってもらっ

らう。えの薇■の合鳳 焉い

廂
火
掟
か
ら
水
違
ネ
會
供
綸

☆23口、澪●■

“"麟

つ●

は泊していた■材ベースがな
にあわただしく勁〈・ .水●

秘うに,く とのこと、中、財ロ
から仕り癸けた2'ト ラッタの

■颯■セ■ t出 て グットす

る.

村 谷0イラセン開動 の3

峙に到it、 ホロ、ポラセンの

,一 /― として,t,1稿に入るキおさんとヽ ち0わせ
2ヽ トラッタ2●、霰トラ |●、ハイエース1台 ′玖 |●

でキャラバンを組み アマ無凛で交はしながら現地に向か

う。一曖ボランテイアは ボラセン門朧 から彙まっている

方々をできる●り
`ヽ

き集めた
培稿は あの■子力■ごとな

=に
あった山の東孤 そこt

流れる
"B)が

崩恙によってせき上めら
`自

●グムイヒに

よってたなと水すの/ブルバンチを央けた特
=な

え
`で

す.

我 、々■材ベースチームは先行して入り ■な菫き場を改

■の品を口颯するイ1葉 t恙れてはならない 実をでは出来な

い作業で,さ にボランテイアの世t午 後 10峙ボラセンに

晨‖撃ζ

ドロを枷 に山教みする。自
パワーショベルでノンプに■晨

挙 してパスを発け入4tた。

■苺彙く 寺島さんが■,
けし 財団の黒澤さん力囀

材の■ヽ`本 土彙の■みガ

などを50名 ほどのポラン

ティアに鋭tlす る. l時間

黎あとにも さらに′くスう`

到ホ 当日は今■l100名
:どのポランテイアが洒

"の各家庭から 承地から ヽ

■はは■藩の、ド0を と,

をなんr.山吉ヽ方面へ
=んで行く 自痺藤の襲 を

押

`か
らは 各ネたの輌か

いところまで■がまわらな
いのでボランティアがやっ

てくれκヽ かるとのこと,

今回の作業ヽ なんとか

1圏つ の工は山せても、運 面から下の (率の下は半地下

“

こで除Ctス 石油タンタ,の こさ■にしている)都
'は 現状ではそても手を出す茶裕 ,́ヽ 、 たメん.来年の壼

麻けになってしまい、tの■いポランティア淮勁になるかも

しれ,ヽ ■

★240、 浄

"ヽ
転  山勁■、

"る
.

このBt  洒
"l=λ

7●  前日とnt着勁をする
'1 2蝸ざに涌力猥 ,出 し3峙に1大nになった、

"は
K・|だったの

に この地区ではなんでも普■とのこと.ス気予櫂は当てに

なら,いItl 1 4涌 稿セうさ上げたあと ボラセンでもⅢ■

明をもらい ″千谷市櫛

"で
災
`糸=筆

従,車両証明の着テ

を甍けて、帰宅する.



12月 6日 から,日 の活動

■ 12月 6日、鶴ヶ島,出発
|'オモ

`に
 中起センター資材ベースに到統

早  々■毬ltRttgボランティア文策センター斉材ベース

(ポランテイアカ岐用する資材 車を郵共)を通営している
日■財団の黒澤民に投,す為.

☆ 12月 76〈力 1諮
^資材ベースから̂ ィ
ェースを借,て 計5人で,|;織を

,饉 峠の工■で 1事鏑 子のトンネルを晨けると塩谷地区
の楽落が出の中に見えてきた.ま さに 落人の集裁 .なに

もなけltれ|ス ,かな山●Iと ヽったところだ́ `ヽ口の地震で
子供が3人 t蕪性になった恣しい知らせも開ヽヽている。
現地で ,っ tt條瀬のこ内をえて,日の0っ翅しのヽ 物

置姜を記謳する.

ここで ■口のボラセンから来てヽるグループと薄ち合
う、前日未た時にスに活動した同士と再会の握■をしてニー

ズ調■と共にスロして活動に入る。

昼ごろベースに0ど , ,ンマーなどの量具をお澪してい

ると、中い のメンパーが2ト ンパネAト ラッタセ借,
に来たの(,き 表 tの綺ヽ t代行する

☆12月 8日 〈水)4ヽ栞山ヘ

当日(卸
"ら

にい｀
、,オに冽■,のポラセンにて小果出

に入るボランティアと0撹するから五 走ネ夜  水音
セット‐ 糀にゴアの合羽などを■こみ輌単に食事をtて昨
日と同じメンバーこともに′ヽイエースに乗1込む
8■ 30分に1イ

`の
ポラセン駐車うに到着 ―世ボラン

テイアが楽まっている 一頃のや テヽントttう なく 阜●
の中にボラセンの受●がそっく,●まっていて 平務lFrはね
変わらずセンノーの中にある.今回都 と〔ろは F_険炒ス
なのでグループ枷 栞るチームに限って入ltて ヽるとの

ことtこ こで3人のポランテ
`ア

と,● ボラセン会長が

追行す可証を既に用意してくれていた

小十谷で′イエースに,貝 で乗り
`み

 滞柄をェリさらに

夫  ヽti“
",■

けて 快ヽに 出が崩れている●●rを通つす
る.件茉,地の小県山は、消わの働颯 あと2キ ロで出甘も

小
栞
山

川
を
埋
め
た
山
崩
れ

に二るところ tl質 と水ぎのダブルバンチのや應地震tt核
吉の大きい迪スアヽ きらに奥に入るこ1っ と大変,光景力ヽき

彙けられる

ここでは、ニーズ本の量根のブルーシートの残り普えの調

査と材杓古の掟

`し
た¨卜の後片付け力ち る この窄度だと

10人では 峙綺 繁́ ってしまうのでメンパーの l,オの技
力ヽ 飛び口ってニーズ調ム 綺易″防の仕苺を見つけてき

た.

ここは 危嘲 城のため午後 3峙までにボランティアは二
芸 しなくては,らない。順調に

`籠
りヽ み午,員2時には業務

が終わった″
`け

木 _・ のオーナーから 新た0時 う,た。こ

れが大変癒 !!ま さにレスキュー   谷4の)におち
た工具小屋 に大切

なェ具が入 ってい

るとのこと、,っ
てみると大変 (写

真嶽 ;)

もはや ボラン

テイアのFt圏 冽、

ボラセンに言って

tたヽんF勁 は

"下だろう.

メンバーで濾薫 ともかく蒟力鱒 って増ホ している■はた

l●.1      1
あとは 」1練 を積んだメ、 たとえ醐 け田 大学のワンゲ

ル部なこ で●●いと無■ そlt●嗜局 持ち帰り崚封にして

退

"と
した。

17■ 1ヽ千谷のポラセンにもど,、 事務局に尋 後畔薇す

る市の体育館の駐車場に 自着藤のお風3があるので―ス呂

浴びて 川0の供林ベースに

"り

屋内グ,ト ボール場内でみ

んなで、事後、屋内に設置tたテントにて耀寝した.

☆12月 9日 〈杓 町内活動と帰宅
9日 は、塩谷での引っ赳しを―.伝いに行くつもりでヽ たヽ

が     週末の50名 から100名の■三カ入る計画が
進行してきたので亀遮そちらのキ伝ぃに入るここⅢつた J、

十谷ボラセンによれ(ム 迪常このような大型の団体は苛って
ヽるとのこと tう し,日は ボランティア関ふ者の細企

ζ 贅材ペースが受け入れの東海を賓施することでボラセン

t消林の残った■装片付けに対応することで同書 した 結

亀 この関係の調整作業で 1日 が終わ

'帰
宅の峙

'‖
=な

っ

た

新潟はしうすぐ置の率師になる、贅材ペースに車を 10数

台慟共している日材 回も雪で勁けなくなる前に各ボラセン

等に貸与 して、ヽる事を口にして春まで退去することになっ

た (込芸日は 12月 20日 )

′● ベースを山て、災奢旅撻代苺車両証朝書を鶴ヶ島′

ン′―にて提示し22峙 30,峙宅した

12月 21日
'123日☆21口 |まな動曰

川 ●I ′卜十谷 の ボラセ ンを口 る。 小十 谷 のポ ラセ ンは絆

'し

て ボランティアの業務力1泄合ネ
=泄

協議会に移行してい



た ,口町のポラtン は なんと″権働といったところで

あった力

"間

の7・|●だろう。

☆22日
`」

:′」ヽ千

―

から

ボランテイア制

"か
らの確 から 那須から来ている桑ス

^″
'|千

谷の消構でチームを作って活動してヽヽるとのことな
のでキ t々嬌 零度の桑凛人のグループでの活動入 りとな

' 
♀峙、 1寸答のメラセンにて藩ち合う。脅ち合わせL点

に向Ⅲ に当たって ■日からいよいよ眸り絡めてヽた薔に

よって■■泊の譴のスは■っ首 か,,強い岸奮で大蔵滞の

市内であった.

そうそう■えにチーム●ヽり、後海の」R労颯の受け入lt

摯月に入る,11鉄開始直前に東然サイレンがなる

地えの方の■では、■の出者恙の自然/ム大■のサイレン
とのこと、 」n壼摯はパスの中で詢 1蛯門待機 そのlt閾

路となる力1,ttt K麟 閾t逹

`烙
蜀え分うまで2住

■0にわる。

人の日0」 R
,t■の

“

カモ■

で着払

^前
後

には またが●●

り奮 もあ り、倍

獨 トラッタ6台
llltで終了と

な っ て しま っ

た

2`Bの タリ

スマスイプにな

んとかた,t
ようやく200
4年 着力 よ、消

柄の

“

材薇姜の

党■で終わりになる

あと」、ふの山古きでの着勁ttt t    また ボラン

テイア治力はltく ことになりまた

工 
…

につも`て
☆中着センター■■ペース
リロ町の量内ゲートボール●にあ/● ■材ベースは ■

“

地
震災書ボランティア東撲センターを項点に、■岡 ′:イ谷

"口
の各ボランティアセン′―,4咸 しその中にこの資材

ベース
`ち

る

ここの資材ベースは 各ボランテイアセン′―とお接な建
格をと, ■国¬則覇した水書のt奥 (ス コンプ0)を 保摯
している。その 1カ、日本財団提供の任自勁■のトランタ |

0台  2ト ンの
'ネ

ルトラック2台 ′ヽイエー灰2台  その

“

地から侍り史けたit保持して各ボランテイアセンアー
に贅与 tていて らなみに,口には5台■ケし、その他

=リにくるメランティアにも,,し てい7..―例をあげ4tlム

「・1赳元蜻 J li ′!イ谷

“

浜故住宅にテレビ10o台 を配
■する口けで ここ′ら2ト ンのパネルトラ′クをヽ ウt`
もらって港力している 借りるにはt勁 日

"を
ちゃんと述べ

ればたヽ 1ヽその他では II輌 でのネ書薇日汚llに は ここか

らスコップ ネ0 発電嬌 を痙 投 螢入 している

また、 ここには,ロボランティアセンターを■ことして活

動してヽるボランテイア,■姉E番力している。
一事大きヽグループは、オール協卜   づれに交替で 1

0人前aで●f● してぃて 経縫

"汚
動としては 最も地震の

"`っ
た口表山にてお風3の速彗を■期にわたって大施 して

いる こ右衛「1ス8だ |こ このグループは ともかく汚■に

行動していて 資材ベースの´ζ t薇力,■■■にヽ 猥す

ると何人
"理

がもらえるあり́ `た
いを雹 ベースの■誉に

も (生活用水の4保等)鑽●的に関わってもらっている

″゙ヽイタ眸

,口の地スは広範コにわた, 椰

"い
から中山間地までに

及ム ミ路|`多大な薇すを交 ナエ立する集饉力,生 した。こ
の中で政lllし たttttt行できるパイタの機

“

双奢菫難

着力に大きく,献 した。その二●●貴ホ内蓼を上げると、
| ―穀荀な彙書

ボラセン発行の新椰t緻悧

"と

十菫のあった個人宅へ配

ttt路状況の佗薔をする.

2 い からの額  (′ イ`タに邊|た彙お,

生ラ嗜 各まえに配濾
.ボランティアの■蒟を41T■i… r薔導する.

蟻 い から各― l哺 群 は
3 ■崚
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葉僣

パイタは 「鉄の馬J、 ヽだからちょっとした■,tが
あれIJヨえでも入って,1す るIIm″ がぁる また 帝に外

気にさらされて乗■してヽるわけt.人との選饉″喀場で

中 集に融 なII兵である。

☆妹 径●サる人

今q ttに感じたのは ,n… を持った人は大きな″

を発揮する。今回、,蒸 した■曖

“

さんはもとより やは

' 
黎力摯れてヽるわけζ t策

“

颯 、特に大工さんのカ

は大きヽ ともした.

,必須の後■

ボラセンと各t区に配置したヽ Ⅲ■● 現地で嬌勁するボ

ランティアの建

“

に場書電颯 また、アマチュア無燎年の■



信機は必須のアイテムであると感したり、あ帯でボラセンと

興 力■との連絡が多くあ, これは個人負|● になってしま
うのでこの2の対策

",も
しられた

また 現地にヽると情証不えになるので

'間
から構帯メー

ルでの情串́ ,選共は最も有効なッールであると実恙した

Ⅳ a10で活動するに当たっての口菫点
経 の縣

① 地質の場合は危険″ のヽ(現し りヽの誘には慎
"行動力ヽ 罠 自,の働 がボランテイアの絆価を下 するこ

とが無ヽヽようにこ
"■

す、準備をしっカリ 軋 図調iつ
行つて活鯖 る

② 着勁する場合には、ホームページでボランテイアを受け
入れているかどう0筵謎し現地ζ 各ボランテ

`ア
セン

ターにて登録 してから活動する。「ボラセン●えです

か?Jと資材ベースに来た´力ヽ まヽヽ  このような´は、
ヽヽ 力減に,えているので

'来
ない率がヽい活動になりま

す_ __
O 行オ不明になること

″ ボラセンに行う
携市電話は長持参名

う,い _・ う
=グ

ループ行転 |え

=は

④ 地来後の高ヽの近行は 路面に上下の政差があ嬌ことが

あり 速度は晏漱 亀裂 敦差でのアイヤのパーストに

注意する

0 早朝 蒲更の長距離後 の場合 ね当に疲労すイム 地

震のう期段階にはlI F地咸筆もあ, ●
=`祥

止 また

路蒟の状態も思いので深凛 l■・●いとき)の移動はかなり危

険である。

鰤 口 るか の,い情え

0 憤れない塚場での生ま 沐迪を苺当にしてしまって 勁
き口ってtま う状況が子燿されまit,の 内容によって

1 休絶はこtめにとること.

② 寒さの中で、テント 棒●餞
=着

等での不硬な生活にな
りますの■ 超黎するよりかな,疲労します。特にヽ 財で
■働する場ま せ事内容によっては,日 ヨー杯活動をせ

ス 自分の体力と嶽 のム ■日でやめておКす0考えに
入れる。2地悧 れるようなすがあると 糠々な人に迷落
やC配を力ヽする事にな,ま■      ~ ~ ~

③ 帰宅予定日には汗路
=中

長いので旱めに切り上げて な
るべく明るいうちに,宅できるようなスケジュールで

^搭を持って移動する。

☆体輌触 風邪、感染症予麟
風乖tひヽヽていた, 嚇 足の漱雲だと半1断力り,る .ス

界案をi良用したとをには卑商のこ転はせえる また、呟やく
しゃみが出ている人は 狡災オの方にはもちろんのことや間
に迷惑を力ヽすないまうマスクの■月をする.交蔭|・l鳳 現地
ひ 間のポランティアを病院に苺ltて行ったこともあり、現
地で新た0負泄を発生させないこと

行に食
=前

のう力ヽ  rtい は機合をみつけて行うように

する.

,考装特 (帷用め

ウエットティッシュ

石餃

アルコール性の.●指消姜実 ‐本がなヽヽ状||の時に応趣

的に11月する

うか 集ヽ

夜 鰭ヽ て嬌マスク

常猜架は現地ではキに入 りにくい =邸 来 解熱鎌痛

力ヽ 下痢止め 胃菜 某養剤)

☆活勲に離しての注意点 0じ靖え)

=ボ
ラさltな いよう、「自己完制 の装備 スケジュー

ルで現地入 ,す る.状況は刻々変化している 次の崇両
``迫ってヽ たり、奈囃があった

' 
■れていてt地燿″啜んで

いた, 苺準指示″Jさ れている●_‐ もあり得る

nt・l●率は●こ完同 現地に、や間にも澪を掛けない
!

嘔抒 0●待ちにならない颯

"る
0カ伏華 ,現たはじォともに,ヽ 、皆さんの笑顔と元

″ヽ見

"1杖

災●を元へにす|,
狡災の峙は情報鉗綜 涌 しは当た,“ 菫迅的な行動をと

るのは困驚

「ゃってあ|ずるJと いう意識は特たないようにこ力1,る こ

と.

自己実■ 自己満えを求めないこと

受け詢剌の蒔 ヾあるヽヽ ま尊厳■悔つけないこと。

もし自分う跛 災 したらと考えて、 しっか,●像を巡らせて

lruす るヽ

☆持参するもの活動の際の綱精品〈予み各自鞠 憲下すい〉
鰤 ヽ 食注 寝簑 マット、医報  (輛鴇構行品)

あたたかい眼装 (■書えは多めに)軍キ 反手嬌、マスタ

0祠 に東保険証のコピー、4、さいノーは ひ露杞日入 デ

ジカメ 場帯ラジオ ウエストバック1 '′ タサツタ 笞

業 務帯電ヽ ヘルメット 不筒 ヘットライト 地回、タ

オル、サングラス カッアー 堅■な靴 (安劉 がたい)

+に等の生活用孔

V 今後の活動
12月 22日 雷う摯 1“めた、は 、の

'っ
謎 しう鮮

!前にな

…

,t当面の危機は隠 したが降雹により新た

なボランティア活動″ヽ 三 錘 災奎収撻ボランティアネ
部の11-ムベージによるこ叫 宅の雪回 イヽ乍業や眸雹時の

補助

`キ

業のおの要員を求めて 「スコンプ20]5状渕余雪

ボランテイア蓼集J I(2月 13B～ 24日 の期間)を謁示

している.ま た 事になれば山昔もの晨口着働0'N留とする

と潟います。

贅後に 参ボラセンにて薇期に凛ってヽ力する若いスアフ

フの方のネt贅のえさ 業務の飾 恙挙には勘 民しました力ヽ

●イランテイアセンター汚勁
"糾

又末に向かう峙鮨にいたって

も

"宅
しない方が、ヽtt.そ のまま 対 うに入っても早い峙

掲に黙力化できる人IIであるとヽ いますム 今日の社会的現

スと言うだけζ→づけるの i屁ヽです


